
主担当 評価の観点 達成度判断基準 児童の
評価

保護者の
評価

地域の方
の評価

教員の
評価

達成度
（判定）

後期の方向性
（改善計画等）

学校運営協議会委
員による意見

授業において「主体的に
学びを深める工夫」を意
識して指導している。

教職員アンケート

100% Ａ

週案の活用や職員の相互参観，指
導主事を招聘しての全体研究会を通
して，ねらいを達成するための授業
作りについて学び合う。

自分の考えを友達に伝
えることができる。

児童アンケート

89% Ａ

「学びタイム」を含めた学び方が児童に身に付き
つつある。自分で学習方法を選択し課題解決に
つなげることができている。小規模校だからこそ，
今以上に一人一人が発言する場の確保と，児童
に自分の考えを最後まではっきり話すことを意識
させていきたい。

イ タイムマネジメントを
意識し，「振り返り」
や「適用問題」の時
間を確保する。

授業において，「振り返
り」や「適用問題」の時
間を確保している。

教職員アンケート

100% Ａ

学習の振り返りや適用問題（練習）の
時間までが確保できる授業を目指
す。児童に付けたい力を明確にして
授業に臨み，児童同士の学び合いの
時間を十分取れるようにする。

ウ より主体的な学習と
なるために１人１台
端末を効果的に活用
したＩＣＴ教育の実践
推進

G
I
G
A
担

当

１人１台端末を活用した
授業を計画的に行って
いる。

１人１台端末を活用し
た授業を週に１～２回
以上行っているか 89% Ｂ

授業において，日常的に1人１台端末の活
用が進んでいる。児童の情報活用スキル
は，年々向上している。一方，情報モラル
や端末の使用時間に課題が見られるの
で，家庭への啓発が必要である。

エ 家庭学習の習慣づ
けを図る。（１０分×
学年）

学年に応じた家庭学習
の仕方が定着し，進ん
で取り組んでいる。

児童・保護者アンケー
ト「自分の決めた学習
時間を守って学習して
いる」

85% 82% Ａ

家庭学習がんばり週間以外であっても，「１０分×
学年の時間学習している」，「自分で計画を立て
て勉強している」かどうかを適宜確認し，児童の
家庭学習の意識を高めていく。家庭学習の大切
さについて教師が児童と共通理解し，日々の家
庭学習について評価改善を行う必要がある。

オ 読書に親しむ習慣化
を図る。

朝読書や学年に応じた
必読書を設定すること
で，本を読む習慣をつ
け，質の高い本を読ん
でいる。

年間　次の数値以上
低学年は１５０冊
中学年は１００冊
高学年は８０冊

95% Ａ

年間の目標冊数をほとんどの児童が達成でき
た。読書の習慣化や読書量の確保の取組として
行われている朝読書の取組と教職員の声かけの
成果である。読書好きな児童も多く、アンケートで
も高い数値である。しかし、読書が好きではない
児童も数名おり、今後も図書委員会のイベント等
で本に親しむ機会を作っていく。

教職員：「問題行動の未然防止
に努め、問題行動が起きた際
は、家庭と連携を図りながら、問
題解決ができるようにしている」

いじめが疑われる場合は、管理職、生徒指導担
当などへの『報告・連絡・相談』を確実に行うと共
に、事実確認や情報収集を適切に行い、組織的
な対応を意識していくことを全職員で徹底してい
く。

児童:「いじめはどんな理
由があってもいけないと
思う」「いじめをしていな
い」

いじめが疑われる場合は、学習面、生徒指導面、
特別活動面など、いろいろな角度から原因を洗い
出し、原因を分析する。いじめの未然防止のため
に、児童が「楽しい」と感じられる機会を増やして
いくことを大切にする。

保護者：「学校のいじめ
の未然防止や早期発見
の取組が伝わってくる」

いじめの未然防止や早期発見のた
めの取組を保護者へも発信するため
に、前後期で１回ずつ、「なんでも話
そうアンケート」を家庭への持ち帰り
で実施する。

イ あいさつを通して他
者とのよりよい関わ
りを持たせる。

学校内で出会った人に
あいさつができる。

児童・教職員アンケー
ト

98% 91% Ａ

高い数値が出ているが、実際は声が小さい児童
やうつむいたまま通り過ぎる児童がいるのが現
状。あいさつをしていないわけではないが、より主
体的にあいさつができる大海っ子を目指して、児
童委員会を中心に全校へあいさつについて呼び
かける等の機会を充実させていく必要がある。

ウ 配慮を要する児童へ
の指導，支援の在り
方（ＳＳＲの運用等）
の共通理解を図る。

配慮を要する児童に対
して，組織的に取り組め
ている。

教職員アンケート

91% Ａ

おおみルーム（ＳＳＲ）のよりよい運用については
今後も検討が必要。今年度は，ＳＣとの個別面談
を生かして，ＳＣによる校内研修会を実施すること
ができた。３学期には、授業の中でのＳＣの活用
も行っていく予定である。

児童:「道徳の授業で，
内容項目について考
えている」 97% B

教職員：「道徳では，
年間指導計画に基づ
き，計画的に授業を
行っている」

100% Ａ

養護教諭と連携して，食
育や視力低下防止の授
業及び活動を推進して
いる。

児童・保護者アンケー
ト「朝食を食べている」

98% 100% Ａ

「早寝 ・早起き ・朝ご
飯」，または「視力低下
防止」を意識して生活で
きる。

学校独自の「はっぴ～貯
金」の調査で就寝時刻を
守ることが５日間のうち４
日できた

88% B

イ 「体力づくり１校１プラ
ン」による体力と運動
能力の向上を図る。

各学年で，スポチャレに
取り組んだり，苦手種目
を意識した活動を取り入
れている。

教職員アンケートの実
施

83% B

・マラソン大会や８の字大会に向けて
チャレンジ週間を設け、体力アップを
図ってきた。チャレンジ週間の際、児
童はそれぞれの目標を決め、進んで
体力アップの運動に取り組んでいた。

4

教職員
の働き
方改革
の推進

ア 業務の軽重，会議や
行事の取組を工夫
し，組織的運営を推
進する。（「四協」で取
り組む）

教
務
部

県全体で行っている勤
務時間調査における勤
務時間が昨年度を下回
る。

勤務時間調査

時間外勤
務時間
３１．５ｈ

Ａ

・日課の見直し、学期末の時間カッ
ト、会議の精選等を行ったことで、勤
務時間内に教材研究や成績処理等
を行うことが出来るようになってきた。
今後も校内の働き方改革を進めてい
きたい。

日課の見直しによ
り、先生方の働き
方改革が進んだよ
うだが、行事等の
精選をすることで、
さらに勤務時間の
削減ができると思
う。

総合的な学習や生活科
等で地域の素材や人材
を生かした授業を行って
いる

教職員アンケート

100% Ａ

総合的な学習や生活科
等で地域の学習に楽し
く取り組んでいる。

児童アンケート

97% Ａ

イ 「学校運営協議会」
の効果的な運用，学
校関係者評価を生か
した学校経営を実施
する。

家庭や地域との連携に
際し，積極的に学校コー
ディネーターや学校運
営協議会を活用してい
る。

教職員アンケート
委員アンケート

100% Ａ
・今後も学校運営協議会で出た意見
や評価を基に、よりよい学校になるよ
うに、取組を考え実行していく。

令和６年度　かほく市立大海小学校　学校評価最終報告書
経営目標 取組内容

1

確かな
学力の
育成

ア 「主体的に学びを深
める工夫」を研究の
重点とし，個別最適
な学びと協働的な学
びの一体化を推進す
る授業づくりに努め
る。

学
習
指
導
部

今後、子ども
達は中学校で
学んでいく。大
人数の中で
あっても、しっ
かりと聴く力を
身につけて欲
しい。聴くこと
は、静かにす
ることではな
く、理解するこ
とが目的だと
思う。なぜ聴く
のかという意
味も含めて子
ども達に指導
して欲しい。
授業の中で、
ねらいを達成
できない子ど
も達へのフォ
ローがあるの
か気になっ
た。授業以外
の場での個別
指導や基礎学
力テスト等を
活用し、学習
に遅れがちな
子ども達への
フォローの体
制があるとわ
かり、安心し
た。

学
習
指
導
部

あいさつの声
に元気がない
子ども達に対
して、「なぜあ
いさつが必要
か」を伝えてい
くことが大切だ
と考える。あい
さつによって、
人とつながり、
出会いが生ま
れ、人生がよ
い方向に向か
うことを子ども
達に伝えて欲
しい。
複式学級につ
いて、先生の
目が行き届き
にくい等、マイ
ナス面もある
が、複式学級
の子ども達の
人間関係の広
がりや自主性
の育成など、
人数が増える
ことによるプラ
ス面もある。そ
こに目を向け
て次年度も複
式学級の運営
を頑張って欲
しい。

・どの学年も計画的に授業を進めて
いる。
・全学年で道徳の授業の公開や道徳
だよりの発行に取り組み、保護者や
地域の方々に道徳教育を周知するこ
とができた。
・３学期も「考え、議論する道徳」を目
指し、授業づくりを行っていく。

2

いじ
め，不
登校や
問題構
造の未
然防止
と特別
支援教
育の充
実

ア いじめや問題行動の
早期発見・早期対
応・事後の確認，継
続指導（観察）を徹底
する。

生
徒
指
導
部

問題行動が起きる前
に，児童と積極的に関
わり，生徒指導主事を
中心としたチーム対応
で家庭と連携を図り，問
題解決ができるようにし
ている。

エ 豊かな心をはぐくむ
道徳教育の充実を図
る。

ア 家庭と連携し，生活
習慣の定着を図る。
（早寝・早起き・朝ご
飯，視力低下）

保
健
安
全
部

・朝食はほとんどの児童がきちんと食
べている。家庭の教育力の高さが伺
える。
・はっぴ～貯金で就寝時刻やその他
の生活習慣の様子を確認し、本人へ
の声かけだけでなく、保護者への協
力を積極的に仰ぐ。
・はっぴ～貯金の習慣が定着してい
る児童を紹介し、意識を高めていく。

100% 88% 91% Ｂ

道徳の授業を通して，道
徳的な判断力，実践力
が高まっている。

大海小の子ど
も達の運動能
力や視力の状
況、生活習慣
について気に
なった。養護
教諭の保護者
への声かけや
ミニ健康指導
などの取組が
よいと思うの
で、今後も継
続していって
欲しい。

5

コミュ
ニティ
スクー
ル事業
の推進

ア 地域素材を生かした
学習に積極的に取り
組む。

教
務
部

学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

・１５０周年記念式典では、大海の地
域の特色を生かした教育活動の様子
を参加者に伝えることができた。次年
度は、より児童が主体となった活動
になるよう、教育課程に位置づけ、計
画的に学校コーディネーターと準備を
進めていく。

１５０周年記念
式典は、多く
方が学校を訪
れ、楽しんで
いた。各地域
の獅子舞の競
演は見応えが
あり、今後も
行って欲しい。
今年度の遠足
時、地域のお
年寄りとのグ
ランドゴルフ交
流がなかった
のが残念だっ
た。

3

生活習
慣の定
着と運
動能力
の向上


